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▽英語キャリア学部
英語キャリア学科では､ 英語学と
社会科学をクロスオーバーさせた独
自の教育課程で､ 国際社会で活躍す
る次世代のリーダー育成を目指しま
す｡ ３年次には原則１年間の ｢専門
留学｣ が教育課程に組み込まれてい
ます｡
英語キャリア学科小学校教員コー
スでは､ 本学が培ってきた教員養成
のノウハウを生かし､ 実践的なカリ
キュラムやグローバルな環境の下､
国際的な視点と英語コミュニケーショ
ン力を身に付けた ｢英語が使える小
学校教員｣ を養成します｡

▽外国語学部
｢英米語学科｣ ｢スペイン語学科｣

の２学科を設置｡ 英語､ スペイン語
を中心とした言語の修得に加え､ 国
際的な教養や専門知識を身に付ける
ために ｢国際関係｣ ｢国際文化｣ ｢言
語｣ の３コース制を採用｡ 厳選され
た海外協定大学との協働開発による
｢Super IES プログラム｣ などの特
別英語教育プログラムも開講し､ 留
学を視野にいれた効果的な準備教育
も行っています｡

▽英語国際学部
｢英語国際学科｣ では､ １年次に

｢英語｣ と ｢中国語｣ を集中的に学
び､ ２年次には､ 各１学期間の英語
留学と中国語留学が教育課程に組み
込まれています (原則全員が対象)｡
３､ ４年次には､ さらに教養科目や､
ＰＢＬ (Project Based Learning) な
どを通して､ ｢グローバル・キャリ
ア基礎力｣､ ｢異文化理解力｣､ ｢国際
理解力｣ の３つの国際力を身に付け､
国際社会で活躍できるビジネスパー
ソンを育成します｡

▽短期大学部
４年制大学への編入学準備､ 国際
コミュニケーション､ サービス・ホ
スピタリティの３つの科目群を設け､
将来への基礎を固める ｢ファースト
ステージ｣ での充実した学びを提供｡
短期大学部生に特化した語学留学プ
ログラムなどで､ 語学力と人間力を
高め､ 進学や就職といった ｢セカン
ドステージ｣ へつなげます｡ 毎年卒
業生の約半数 (400人以上) が本学
を含む４年制大学への編入学を実現
しています｡

��
1945年11月､ 谷本英学院を大阪

市内に創設｡ これを母体に､ 関西
外国語短期大学､ 関西外国語大学
を開設｡ 博士後期課程を含む大学
院も設置｡ 現在は､ 枚方市中宮と
学研都市に２つのキャンパスがあ
ります｡�����
｢国際社会に貢献する豊かな教

養を備えた人材の育成｣ ｢公正な世
界観に基づき､ 時代と社会の要請
に応えていく実学｣ を建学の理念
として掲げ､ 先進的な教育プログ
ラムで､ グローバルに活躍する人
材の育成に取り組んでいます｡
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2018年４月開学

2018年４月に中宮キャンパス近接地に ｢御殿山キャンパス・グローバルタ
ウン｣ を開学｡ 新キャンパスには英語国際学部を移転させるほか全学部の授
業も展開､ 約700人が入居できる ｢Global Commons 結－YUI－｣ を建設｡ 留
学生と関西外大生が ｢学・食・住｣ を共にする多文化共生型の生活空間です｡
２つのキャンパスの一体運用で一大国際交流・国際教育拠点の構築をめざし
ます｡
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所在地 中 宮キャンパス 〒573-1001 大阪府枚方市中宮東之町１６－１

学研都市キャンパス 〒573-0195 大阪府枚方市穂谷１丁目１０－１
電 話：072-805-2850 FAX：072-805-2871 (入試広報企画部)
URL：http://www.kansaigaidai.ac.jp

http://www.kansaigaidai.ac.jp
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11:00～ 11:00～ 11:00～ 11:00～

全て中宮キャンパスにて開催�������
入試説明／外大生のメッセージ／学部・学科紹介／体験授業／留学プログラム説明／
保護者対象説明会／キャンパスツアー／個別相談 など

▽留学

世界54カ国・地域の383大学と協定を結び､
年間約2000人の学生を海外へ派遣していま
す｡ この派遣数は全国でもトップクラスで､
卒業までに50％以上の学生が留学を実現し
ています｡

[留学期間] は４週間から最長３年間まで｡
本学ならではの特徴的なプログラムは､ 学
位留学や２カ国留学 (各２年間)､ 専門留学・
リベラルアーツ留学 (各１年間) などで､
専攻言語を ｢ツール｣ として､ 海外の協定
大学で現地の学生とともに学びながら､ 専
門知識や幅広い教養を身に付けます｡

[留学奨学金＊] も大変充実しています｡ フ
ルスカラシップでは､ 留学先大学の授業料
のみならず､ 学期中の住居費・食費も､ 支
給 (または免除) されます｡ 2016年度は､
約280人の学生が､ フルスカラシップを受給
して留学しました｡ この他にも､ 約1270人
の学生が､ スカラシップ (留学先大学の授
業料を免除または支給) を受給しています｡
＊留学期間中も本学の授業料その他納付金は支払う必要があります｡
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▽学内での国際交流

年間約40か国から約750人の留
学生を受け入れており､ キャン
パス内では活発な国際交流が繰
り広げられています｡ お互いの
語学学修を助け合うスピーキン
グパートナーや､ 大学寮でのレ
ジデントアシスタントプログラ
ムなど､ 世界各国の文化を､ 実
体験できる機会がたくさんあり
ます｡����
学生の主体的な学びを奨励する

ために､ 学内に設置されたラーニ
ングコモンズ｡ グループワークや
プレゼンテーションなど､ 実社会
でも役立つ学びをサポートしてい
ます｡
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キャリアセンターを中心として､ １年次

から徹底したキャリアサポートを提供｡ 進
路指導と就職支援を行うプロフェッショナ
ル､ キャリアカウンセラーも常駐していま
す｡

年間を通して実施される就職ガイダンス､
キャリア講座に加え､ 学内合同企業説明会
や､ 保護者対象の進路・就職懇談会も開催｡
インターンシップの機会も多数提供されて
います｡

対人力等で企業の人事担当者からも高い
評価を受けている本学の卒業生は､ 国内の
みならず海外のさまざまな分野で活躍して
います｡

▽主な就職実績
(2013～2015年度)

商社関連 ���人
航空関連業界 ���人
ホテル業界 ���人
旅行業界 ���人
教員採用でも高い実績
教育 ���人
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